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１．令和６年度からの変更点 
  

 「みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度」は平成２８年度より開始し、宮城県内の多

くの事業所に参画いただいております。令和６年度から、より多くの事業所の皆様に制度

を活用いただけるよう、制度の仕組みを一部変更いたしました。 

 

（１）認証段階と認証マークの変更 

 令和５年度までの旧制度では、「宣言」、「第１段階認証」、「第２段階認証」、「第２段階プ

レミアム認証」と４つに分かれていましたが、令和６年度より、「宣言」、「認証」、「プレミ

アム認証」の３つへ整理しました。また、認証段階の整理に伴い、認証マークも変更しま

した。 

旧制度 令和６年度から 

宣言事業所 

 

第１段階認証項目（１３項目）

に取組んでいることを、情報公

表システムを活用し、宣言。 

 宣言事業所 

 

職場環境改善に取組むことを、

「宣言申請フォーム」に必要事

項を記入することで、宣言しま

す。宣言事業所は県のホームペ

ージにより公表されます。 

 

第１段階認証 

 

第１段階認証項目（１３項目）

の取組内容が確認されると認

証。 

 第１段認証 

 

令和６年度より廃止。 

 

 

【廃止】 

第２段階認証 

 

第２段階認証項目（２１項目）

のうち、１５の必須項目の取組

内容が確認されると認証。 

 認証 

 

介護職員の確保・定着・育成に

取組んで、取組が認証基準を満

たしていると確認できたら認

証。 

 

第２段階プレミアム認証 

 

第２段階認証項目（２１項目）

で、努力項目を含むすべての取

組内容が確認されるとプレミア

ム認証。 

 プレミアム認証 

 

認証基準を満たす取組を継続

し、離職率、介護職員等処遇改

善加算等の要件を満たすことで

プレミアム認証。 
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（２）認証基準の変更 

 制度の見直しに伴い、分かりやすく、また、事業者の皆様が取組みやすいものとなるよ

う、認証基準を８分野から６分野に整理しました。 

旧制度 令和６年度から 

１ 理念・基本方針などの確立 
１ 理念・基本方針などの周知・浸透に向

けた取組 

２ 人材確保の取組 ２ 人材確保の取組 

３ 人事制度 ３ 基準に則った処遇と評価の取組 

４ 職員の研修 
４ 計画的な人材育成の取組 

５ 職員一人ひとりの育成に向けた取組 

６ 職員の就業状況や意向の把握 
５ 働きやすい職場づくりの取組 

７ 働きやすい職場づくりの取組 

８ 地域との交流・連携 ６ 地域交流・連携の取組 

 

（３）認証取得に向けた支援 

 これまでの制度では、認証の取得に向けての取組は、事業所の皆様に自主的に進めてい

ただいておりましたが、令和６年度より認証取得に向けた無料の支援を開始します。 

 具体的に支援内容については、１０ページの「５．支援メニューの活用」をご覧くださ

い。 

 

（４）認証事業所へのインセンティブ 

 認証取得に向けた支援の他、認証事業所の職員育成の支援のため、リーダークラスを対

象とした研修を開催します。 

 具体的な支援内容については、１０ページの「５．支援メニューの活用」をご覧くださ

い。 

 

（５）オンラインの活用 

 事業所の皆様へ負担なく取組を進めていただけるよう、当制度では参加宣言、支援の活

用、認証申請、認証審査、すべての工程で、オンラインを活用して実施します。 

 オンラインを活用することにより、研修参加の移動や、書類の送付等の負担軽減を図り

ます。 

 

 

＜当制度に関する問い合わせ先＞ 

みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局（受託会社：株式会社エイデル研究所） 

         （はぐくむ 認証） 

ＴＥＬ ：０１２０－８９９６－２４ 

ＭＡＩＬ：miyagi-kaigo@eidell.co.jp  

 

  

TEL:０１２０－０５－０５２４
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２．制度の目的・対象 

（１）制度の目的 

「みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度」は、以下の２つを目的として、働きやすい職

場づくりに取り組む介護事業所を、宮城県が認証・公表する制度です。 

 

 １．事業所の体制構築に向けた支援 

  人材育成と定着を促進する仕組や働きやすい職場環境の整備に向けて支援します。 

 

 ２．認証の公表により人材の確保と参入促進 

  認証事業所を公表、周知して、新たな人材の参入を促進します。 

 

（２）制度の対象 

当制度の対象は、県内に所在する、介護保険法（平成９年１２月１７日法律第 123 号）

に基づく指定を受けた介護サービス事業所のうち 、以下に該当するサービス種別（以下「事

業所」という。）の事業所です。 

また、当制度における宣言、認証は、事業所単位です。なお、同一の名称及び所在地で

複数のサービス種別を営む場合にあっては、一つの事業所として取り扱います。 

 

対象サービス 

介護給付サービス 

訪問介護 看護小規模多機能型居宅介護 

訪問入浴介護（介護予防含む） 特定施設入居者生活介護（介護予防含む） 

通所介護 地域密着型特定施設入居者生活介護 

通所リハビリテーション（介護予防含む） 認知症対応型共同生活介護（介護予防含む） 

短期入所生活介護（介護予防含む） 介護老人福祉施設 

短期入所療養介護（介護予防含む） 介護老人保健施設 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 介護療養型医療施設 

夜間対応型訪問介護 介護医療院 

認知症対応型通所介護（介護予防含む） 地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介

護 

小規模多機能型居宅介護（介護予防含む） 地域密着型通所介護 

 

（３）「宣言」と「認証」、「プレミアム認証」 

「宣言」とは、当制度へ参画し、働きやすい職場づくりに取組むことの意思表示を、知

事に行うものです。宣言を行うことにより、認証取得に向けた支援を無料で何度でも活用

することができます。また、宣言した事業所は、宮城県のホームページに「宣言事業所」

として公表されます。 

宣言の具体的な手続き方法は、８ページの「４．宣言登録の方法」をご覧ください。 
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「認証」とは、宣言後、すべての認証基準に該当する仕組みを整備し、審査など一定の

手続きを経て宮城県から付与されるものです。認証を取得した事業所は、宮城県のホーム

ページに「認証事業所」として公表されます。また、認証マークの使用や、認証グッズの

提供など、様々なメリットがあります。 

 

 「プレミアム認証」とは、宣言後、もしくは認証取得後、認証基準を満たす取組を継続

し、働きやすい職場環境の成果として、離職率、介護職員等処遇改善加算等のアウトカム

な評価を満たした後、審査など一定の手続きを経て宮城県から付与されるものです。認証

とは異なり、仕組みを整備したうえで複数年の実績があること、その実績における離職率

等の改善が確認できることが要件となります。 

 

 「宣言」、「認証」、「プレミアム認証」と３つの段階となっておりますが、順番に進めて

いただくということではなく、宣言後すでに認証の基準を見たしており、プレミアム認証

基準に基づく成果も確認できる場合は、すぐにプレミアム認証の申請も可能となります。 

 

（４）「宣言」、「認証」、「プレミアム認証」の期間 

宣言の期間は、宣言日より２年間です。 

（例）令和６年６月１日に宣言。有効期間令和８年５月３１日まで。 

２年間で認証申請に至らなかった場合は宣言失効となりますが、再宣言の手続きを行う

ことで、再度宣言を行うことができます。 

 

認証の期間は、認証日より３年間です。 

（例）令和７年３月５日に認証。有効期間令和１０年３月４日まで。 

認証の有効期限の３か月前までに様式第４号（更新申請書）により、必要書類を事務局

に提出いただき、認証を更新します。もしくは、プレミアム認証の基準を満たす場合は、

プレミアム認証の申請を行うこともできます。 

 

プレミアム認証の期間は、認証日より５年間です。 

（例）令和７年３月５日に認証。有効期間令和１２年３月４日まで。 

認証の更新と同様、プレミアム認証の有効期限の３か月前までに様式第４号（更新申請

書）により、必要書類を事務局に提出いただき、認証を更新します。 

 

なお、認証、プレミアム認証の更新については、前回の認証、プレミアム認証時より変

更がない書類等については、提出を省略できます。 

 

＜当制度に関する問い合わせ先＞ 

みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局（４ページ参照） 
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３．（プレミアム）認証申請までの進め方 
 

２（３）の記載のとおり、認証、プレミアム認証を取得するためには、まずは当制度へ

の「宣言」が必要となります。宣言後は以下の手順で支援を活用しながら取り組みを進め、

「認証申請」を行います。 

 

１．宣言 宮城のホームページから、当制度への宣言手続きを行います。 

宣言期間は２年間で、期間内に申請を行う必要があります。２年

間で認証申請に至らない場合は、再宣言の手続きを行います。な

お、宣言が失効した場合は、１０ページの「５．支援メニューの活

用」を利用することはできません。 

２．支援メニュー

の活用 

認証の基準を確認し、必要に応じて支援メニューを活用し、認証

基準到達に向けて取組を進めます。 

３．認証申請 認証の申請を行う場合には、事務局あてにメールにて申請に関す

る連絡を行います。 

みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局 

ＭＡＩＬ：miyagi-kaigo@eidell.co.jp 

認証の申請時期は年２回（目安：６月～７月、１１月～１２月）で

す。 

４．資料のアップ

ロード 

事務局から、資料をアップロードするための URLが届きますので、

申請に必要な資料をすべてアップロードします。 

認証の申請に必要となる資料の一覧などは、県のホームページに

ある、「認証の申請書類」、「プレミアム認証の申請書類」をご確認

ください。 

５．審査 当制度事務局が、審査を行います。 

審査は、アップロードいただいた資料を確認する、「一次審査（書

面審査）」と、実際に事業所の担当者に取組状況や実績を確認する

「二次審査（ヒアリング審査）」の二段階の審査を行います。 

６．認証可否の決

定 

審査内容について、事務局より県へ報告し、認証の可否が決まり

ます。 

７．認証証付与 すべての基準が満たしていると確認できた場合、認証事業所、プ

レミアム認証事業所として宮城県より認証証が付与されます。 

なお、認証、プレミアム認証取得後も取組を継続することが求め

られます。 

８．認証更新 認証事業所は３年ごと、プレミアム認証事業所は５年ごとに、更

新申請を行い、「更新審査」を受けます。すべての基準が継続して

行われたことが確認されると、認証、プレミアム認証が更新され

ます。 
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４．宣言登録の方法 
 

 当制度へのエントリーは以下の手順で行います。 

 

１．宮城県のホー

ムページを検索 

URL： 

 

 

※「宮城 介護認証」で検索いただけます。 

 

２．宣言の受付期

間 

宣言申請は随時受付を行っています。 

３．宣言申請 宮城県のホームページの宣言申請フォームより、必要事項（法人

情報、事業所情報、担当者情報）を入力し、宣言申請を行います。 

○法人情報 

https://www.pref.miyagi.jp/soshiki/chouju/ninsyou

hyouka.html 
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○事業所情報 

○担当者情報 

４．宣言登録の確

認 

宣言申請後、事務局より宣言登録通知が届きます。 

宣言申請時に入力いただいた内容や、「登録日」、「有効期間」等の

ご案内がありますので、ご確認ください。 

 

＜宣言申請に関する問い合わせ先＞ 

 みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局（４ページ参照）  
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５．支援メニューの活用 
 

宣言登録後は、認証申請に向けた支援として、支援メニューを無料で何度でもご活用い

ただけます。また、実施方法はすべてＺｏｏｍ（ｗｅｂ会議システム）で行い、内容は以

下のとおりです。 

 

（１）スタートアップセミナー 

制度の概要や、認証基準、到達のための取組み、必要書類等について具体的に説明しま

す。また、認証基準を示したセルフチェックシートを活用しながら取組状況を確認する

ことで、申請に向けた課題整理を行うことができます。 

 

（２）制度構築セミナー 

「キャリアパスと人材育成」、「新任職員の育成とОＪＴ」、「評価と面談」、これら認証

基準に基づく３つのテーマのセミナーを、毎年期間を分けて２クール実施します。専門

のコンサルタントが具体例やサンプル等を活用し、制度構築の支援を行います。 

 

（３）オンライン相談 

認証基準到達に向け、わからない点や取り組む上での課題について、人事コンサルタン

トが個別に相談に応じます。 

 

（４）個別コンサルティング 

セミナー等を活用したものの、規程や計画等の作成が困難な場合に、人事コンサルタン

トが事業所の実情に合った仕組みの構築を支援します。 

 

（５）リーダー研修～マネジメントの基礎から労務管理・人材育成を学ぶ～ 

介護事業所で働くリーダー層を対象に、「マネジメント研修」、「労務管理研修」、「人材

育成研修」の３つの研修を開催します。リーダー層の育成や課題別セミナーで構築した

人事制度等がより機能するようぜひご活用ください。 

 

支援メニューのお申し込みについての案内は、宮城県のホームページより行います。毎

年度スケジュールやメニューなどが異なりますので、詳細については、宮城県のホームペ

ージをご確認ください。 

 

＜支援メニューに関する問い合わせ先＞ 

みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局（４ページ参照） 
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６．（プレミアム）認証申請・審査について 

（１）申請方法 

認証の申請は、事務局宛てに認証の申請に関する連絡を行います。その後、事務局より

資料をアップロードするための URL が届きますので、申請に必要な資料をすべてアップロ

ードします。 

アップロードする資料は認証申請、プレミアム認証申請により異なります。また、申請

書や公表項目等の内容も異なりますので、詳しくは宮城県のホームページにある、「認証の

申請書類」、「プレミアム認証の申請書類」をご確認ください。 

 

（２）審査 

 審査は、事前にアップロードいただいた資料を基に確認する「一次審査（書面審査）」と、

実際に事業所の担当者に取組状況や実績を確認する「二次審査（ヒアリング審査）」の二段

階の審査を行います。 

 

（３）一次審査（書面審査） 

 一次審査（書面審査）では、各基準に対しどのような仕組みで取組を行っているかを確

認します。 

例えば、「２人材確保の取組」の「⑤多様な人材の参入を促進し、ミスマッチを予防する

ため、仕事内容や人材育成の取組、労働条件をわかりやすく説明している」では、求職者

に対し、事業所の情報や仕事の内容等を説明していることが分かる資料をアップロードい

ただき、内容を確認します。 

 なお、一次審査（書面審査）を実施し、基準に対する取組が確認できない場合や、アッ

プロードされた資料に不備がある場合は、事務局より担当者へ連絡を行い、１週間を目安

に不足している資料の再提出を行っていただきます。 

 

（４）二次審査（ヒアリング審査） 

 一次審査（書面審査）を通過すると、二次審査（ヒアリング審査）に進みます。 

 

（日時）一次審査通過後、事業所担当者と協議の上決定 

（方法）Ｚｏｏｍ（ｗｅｂ会議システム） 

（時間）１時間程度 

 

二次審査（ヒアリング審査）では、一次審査（書面審査）にておおよその仕組みを確認

しているため、認証申請ではその状況について説明いただきます。プレミアム認証申請の

場合は一次審査でアップロードいただいている資料の運用実績も確認しますので、実績の

分かる資料等を確認します。プレミアム認証申請の、実績の示し方は、カメラに直接資料

を見せていただいても、画面共有機能を使い、資料を共有いただくことでも構いません。 
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例えば先ほどの、「２人材確保の取組」の「⑤多様な人材の参入を促進し、ミスマッチを

予防するため、仕事内容や人材育成の取組、労働条件をわかりやすく説明している」では、

説明資料を活用し、就職フェアや、施設説明会などで採用活動を行ったことが分かる資料

を確認します。 

 なお、一次審査（書面審査）と同様、二次審査（ヒアリング審査）で、基準に対する取組

や実績が確認できない場合などは、１週間を目安として不足している資料の再提出を行っ

ていただきます。 

 

（５）認証の可否の決定 

 認証、プレミアム認証の可否について、事務局より宮城県へ審査内容を報告し、決定し

ます。申請した事業所は以下のいずれかとなり、結果について事務局より連絡があります。 

 

 ・認証付与 

 ・プレミアム認証付与 

 ・保留 

 ・見送り 

 

「認証付与」、「プレミアム認証付与」は、認証、プレミアム認証事業所となり、認証、

プレミアム認証事業所としての公表のほか、認証、プレミアム認証マーク、グッズの活用

等様々なメリットを受けられます。認証、プレミアム認証付与後は、認証、プレミアム認

証申請時に提出いただいた「公表項目確認票」に基づき、宮城県のホームページに情報が

公開されます。 

 

「保留」は、審査結果を宮城県へ報告した際、「修正等を要する内容が軽微」かつ、「一

定期間で基準到達・改善が見込めると判断した場合」保留の取り扱いとなります。指定の

期間までに改善を求め、基準に到達されたと判断された場合、認証または、プレミアム認

証付与となります。なお、期間内での改善が行えない場合は、以下の「見送り」となりま

す。 

 

「見送り」は、審査結果を宮城県へ報告した結果、「認証基準を満たしていない」と判断

された場合、見送りとなります。見送りの場合は、期間内での改善ではなく、次の認証、

プレミアム認証申請の時期などに再度申請していただくこととなります。なお、再申請時

は、すでに基準を満たしている部分については、新たな取組は求めていませんので、基準

を満たさなかった部分を改善することで再申請を行うことができます。 

 

＜審査に関する問い合わせ先＞ 

みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度事務局（４ページ参照） 
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７．認証取得のインセンティブ 
 

認証を取得した事業所へは、以下のインセンティブがあります。 

（１）認証事業所として公表 

 宮城県のホームページにて、「みやぎ介護人材を育む取組宣言認証制度 認証事業所」と

して公表されます。また、申請時に提出いただいた「公表項目確認票」も公表されます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）認証証の授与 

 認証取得後は、宮城県より認証証が授与されます。 
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（３）認証マークの使用 

認証、プレミアム認証事業所は、「宣言認証マーク使用届出書」を提出することで、認証、

プレミアム認証マークの使用が可能となります。名刺や、法人の封筒等で、積極的に認証

取得を PRすることができます。 

また、認証制度のグッズなども作成しています。認証グッズについては、事務局までお問

い合わせください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４）就職関連事業での紹介やアピール 

 社会福祉協議会等主催の就職関連イベントでの紹介や、求人票の特記事項等に記載する

ことにより認証事業所であることを社会にアピールできます。 

 

（５）その他 

 その他制度の普及啓発に向け、インセンティブの拡大を検討しています。 
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８．認証、プレミアム認証基準 

 

  認証項目   認証基準 認証 確認内容 
プレミアム認証 確認

内容 

１ 

理
念
・
基
本
方
針
な
ど
の
周
知
・
浸
透
に
向
け
た
取
組 

①理念・基本方針やビ

ジョンなどを職員に周

知し、業務に活かすた

めに継続的な取組を行

っている。 

□入職時に職員に理

念・基本方針やビジ

ョンを周知してい

る。 

入職時に周知している

ことがわかるもの 

例）研修要項、オリエ

ンテーション次第、研

修資料 

入職時に周知している

ことがわかるもの 

例）研修要項、オリエ

ンテーション次第、研

修資料 

□1 年に１回以上、

職員に理念・基本方

針やビジョンを周知

している。 

職員に周知しているこ

とがわかるもの 

例）掲示、配布、唱和 

職員に周知しているこ

とがわかるもの 

例）掲示、配布、唱和 

□１年に１回以上、

理念・基本方針やビ

ジョンを職務行動に

反映するための仕組

みがある。 

仕組みのわかるもの 

例）アンケート、通知

文 

仕組みを実践したこと

がわかるもの 

例）記入済アンケート 

②理念や基本方針を、

利用者や家族などへ周

知している。 

□利用者や家族など

に理念や基本方針を

周知している。 

利用者や家族に周知し

ていることがわかるも

の 

例）パンフレット、掲

示 

利用者や家族に周知し

ていることがわかるも

の 

例）パンフレット、掲

示 

③理念・基本方針に基

づき、職員としてなす

べきことや守るべきこ

と（倫理規定・行動規

範・期待する職員像な

ど）を明確にし、職員

に周知している。 

□理念・基本方針に

基づき、職員として

なすべきことや守る

べきことを明確にし

ている。 

職員としてなすべきこ

となどが分かるもの 

例）倫理規定、行動規

範 

職員としてなすべきこ

となどが分かるもの 

例）倫理規定、行動規

範 

□1 年に１回以上、

「職員としてなすべ

きこと」を職員に周

知している。 

職員に周知しているこ

とがわかるもの 

例）掲示、配布、唱和 

職員に周知しているこ

とがわかるもの 

例）掲示、配布、唱和 

２ 

人
材
確
保
の
取
組 

④福祉サービスの提供

に関わる専門職（有資

格の職員)の配置を決

めた、必要な介護人材

の体制表などがあり、

体制に不足が生じたと

きには速やかに補充す

るように努めている。 

□介護人材の体制を

可視化し、過不足を

把握している。 

介護人材可視化のため

の資料 

例）組織図、体制表 

介護人材可視化のため

の資料 

例）組織図、体制表 

□不足があった場合

の採用プロセス（担

当者、採用手順）が

明確である。 

採用プロセスのわかる

もの 

例）業務分担表、採用

活動表 

採用活動のわかるもの 

例）求人票の掲出、応

募書類受付、採用試験 

⑤多様な人材の参入を

促進し、ミスマッチを

予防するため、仕事内

容や人材育成の取組、

労働条件をわかりやす

く説明している。 

□求職者に向けた説

明資料を作成してい

る。 

求職者用説明資料 

例）オリエンテーショ

ン資料、企業説明資料 

説明をした実績のわか

るもの 

例）施設見学会プログ

ラム、就職フェア出展 

  



16 
 

 

 認証項目 認証基準 認証 確認内容 
プレミアム認証 確認

内容 

３ 

基
準
に
則
っ
た
処
遇
と
評
価
の
取
組 

⑥給与体系又は給与表

を導入し、職員に周知

している。 

□給与規程を整備

し、職員に周知、公

表している。 

給与規程を職員に周

知、公表したことがわ

かるもの 

例）説明会次第、オリ

エンテーション次第 

給与規程を職員に周

知、公表したことがわ

かるもの 

例）説明会次第、オリ

エンテーション次第 

□手当の支給基準が

明確である。 

手当の種類と支給基準

がわかるもの 

例）給与規程 

規定どおりに手当を支

給したことがわかるも

の 

例）賃金台帳 

□職位・職責に応じ

た給与体系である。 

給与体系のわかるもの 

例）給与規程 

規定どおりに給与を支

給していることがわか

るもの 

例）賃金台帳 

□基本給もしくは手

当が昇給する仕組み

がある。 

昇給する仕組みがわか

るもの 

例）給与規程 

規定どおりに昇給して

いることがわかるもの 

例）賃金台帳 

⑦キャリアパス（昇

進・昇格に関する基

準）を定め、職員に周

知している。 

□階層を設定し、階

層ごとの定義（役

割・職務内容など）

を明確にしたキャリ

アパスがあり、職員

に周知している。 

キャリアパスを周知し

たことがわかるもの 

例）説明会次第、オリ

エンテーション次第 

格付けしていることが

わかるもの 

例）賃金台帳、職員格

付け表 

□非役職者を対象に

複数の階層がある。 

キャリアパス階層がわ

かるもの 

例）キャリアパス、等

級規程 

□昇進・昇格の基準

を設定している。 

昇進・昇格の基準がわ

かるもの 

例）キャリアパス・等

級規程 

昇進・昇格の実績のわ

かるもの 

例）賃金台帳、職員格

付け表 

⑧一定の人事評価基準

に基づき、職員の専門

性や職務遂行能力、職

務に関する成果や貢献

などを評価している。 

□１年に１回以上、

評価する仕組みを整

備し、職員に周知し

ている。 

評価制度のわかるもの 

例）評価規程、評価シ

ート 

評価結果のわかるもの 

例）評価結果一覧、評

価シート 
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 認証項目 認証基準 認証 確認内容 
プレミアム認証 確認

内容 

４ 

計
画
的
な
人
材
育
成
の
取
組 

⑨階層別研修計画ある

いは職種別研修計画を

作成して実践してい

る。 

□階層別研修計画あ

るいは職種別研修計

画を作成し、職員に

周知している。 

研修計画のわかるもの 

例）年間研修計画 

計画に沿って研修を実

施した実績がわかるも

の 

例）研修参加票、報告

書 

定期的に計画を評価

し、見直しを行ってい

ることがわかるもの 

例）議事録、見直し後

の研修計画 

⑩新任職員の経験や習

熟度に配慮した個別的

な OJT が行われてい

る。 

□新任職員の OJT 担

当者を決定する仕組

みがある。 

決定する仕組みのわか

るもの 

例）育成マニュアル、

業務分担表 

担当者を決定したこと

がわかるもの 

例）勤務表、育成計

画、議事録 

□OJT のための計画

がある。 

計画のわかるもの 

例）OJT 計画表、チェ

ックシート 

計画のわかるもの 

例）OJT 計画表、チェ

ックシート 

⑪新任職員を対象とし

た研修計画を作成して

実践している。 

□新任職員のための

研修計画を作成して

いる。 

研修計画のわかるもの 

例）研修要項、研修計

画 

計画に沿って研修を実

施した実績のわかるも

の 

例）研修参加票、報告

書 

定期的に計画を評価

し、見直しを行ってい

ることがわかるもの 

例）議事録、見直し後

の研修計画 

⑫職員の技術水準の向

上のための資格取得や

自己啓発を支援（受験

料の補助、研修受講支

援など）している。 

□資格取得や自己啓

発の仕組みがある。 

資格取得や自己啓発の

仕組みのわかるもの 

例）資格取得支援制度 

仕組みを活用した実績

のわかるもの 

例）受験料補助申請書 

⑬組織の目標や方針を

徹底し、コミュニケー

ションのもとで職員一

人ひとりの能力開発目

標が設定され、進捗や

達成状況を確認してい

る。 

□職員一人ひとりの

能力開発目標を設定

する仕組みがある。 

能力開発目標を設定す

る仕組みのわかるもの 

例）目標設定シート 

能力開発目標の進捗や

達成状況を確認した実

績のわかるもの 

例）目標設定シート 
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 認証項目 認証基準 認証 確認内容 
プレミアム認証 確認

内容 

５ 

働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
取
組 

⑭職員の意向や要望を

把握し、働きやすい職

場となるよう改善策を

検討、実施している。 

□職員の意向や要望

を把握する仕組みが

ある。 

職員の意向や要望を把

握する仕組みのわかる

もの 

例）自己申告書、アン

ケート 

仕組みを実践した実績

のわかるもの 

例）自己申告書、アン

ケート 

働きやすい職場となる

よう改善策を検討した

ことがわかるもの 

例）議事録 

⑮妊娠・子育て・介護

などと両立して働きや

すくする取組を行って

いる。 

□妊娠・子育て・介

護などと両立して働

きやすくする仕組み

を整備し、周知して

いる。 

両立して働きやすくす

る仕組みのわかるもの 

例）両立支援制度 

仕組みを実践した実績

のわかるもの 

例）申請書 

⑯職員の心身の健康と

安全の確保に努め、そ

の内容を職員に周知し

ている。 

□職員の心身の健康

と安全の確保の仕組

みを整備し、周知し

ている。 

心身の健康と安全の確

保の仕組みのわかるも

の 

例）ノーリフトポリシ

ー、インフルエンザ予

防接種補助制度 

仕組みを実践した実績

のわかるもの 

例）勉強会資料、申請

書 

⑰職員の有給休暇の取

得状況や時間外労働の

データを定期的に確認

するなど職員の就業状

況を把握し、休暇取得

推進・労働時間縮減の

ための取組を行ってい

る。 

□職員の有給休暇の

取得状況や時間外労

働のデータを定期的

に確認するなど職員

の就業状況を把握し

ている。 

有給休暇の取得状況と

時間外労働時間を把握

していることがわかる

もの 

例）有給休暇取得状況

一覧、時間外労働時間

管理一覧 

有給休暇の取得状況と

時間外労働時間を把握

していることがわかる

もの 

例）有給休暇取得状況

一覧、時間外労働時間

管理一覧 

□休暇取得推進・労

働時間縮減のための

仕組みを整備し、周

知している。 

休暇取得推進と労働時

間縮減の仕組みのわか

るもの 

例）周知文 

仕組みを実践した実績

のわかるもの 

例）勤務表、時間外勤

務申請書 

６ 
地
域
交
流
・
連
携
の
取
組 

⑱実習やボランティア

の受け入れ、地域への

情報提供あるいは地域

との交流などを通して

地域と連携を図ること

で、地域に貢献する取

組を行っている。 

□実習やボランティ

アの受け入れ、地域

への情報提供あるい

は地域との交流など

を通して地域と連携

を図る仕組みを整備

している。 

地域連携の仕組みのわ

かるもの 

例）地域交流年間計画 

仕組みを実践した実績

のわかるもの 

例）実習実績管理表、

ボランティア受入管理

表 
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９．プレミアム認証の定量的評価指標 
 

プレミアム認証の指標 確認内容 

（１） 
正規職員の離職率が、過去３年連続で 20％

未満である。 

過去３年の、前年度９月 30 日現在の正規職員

数と、前年度 10月１日から当年度９月 30日ま

での正規職員の離職者数の一覧 

（２） 
正規職員の１年未満の離職率が、過去３年

連続で 20％未満である。 

過去３年の、前年度 10 月１日から当年度９月

30日までに採用した正規職員数と、そのうち当

年度９月 30日までに離職した職員数の一覧 

（３） 
介護職員等処遇改善加算（Ⅰ）又は（Ⅱ）

を取得している。 
処遇改善加算計画書 
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